
就農までの経緯
伊藤智哉さんは建築会社にお
勤めされていましたが、いちご栽
培を手伝った際、面白いと感じ、
地元の池田町でいちご農家にな
ると決意されました。その後、い
ちご農家で1年間研修されまし
た。岐阜県のいちご品種である
「美濃娘」を高設ベンチで18ａ生
産し、就農3年目になります。

いちごの生産・出荷
伊藤さんご夫妻と智哉さんの
お母さんの3人で、いちごの生
産・出荷を行っています。農
協や直売所のほか、ケーキ
屋などにも出荷されています。
いちごは、頑張ったら頑張っ
た分だけ、収量に返ってくる
農作物で、とてもやりがいがあ
るとおっしゃっていました。

今後の展望
伊藤さんが、いちご生産で一番う
れしいことは、自分で作ったいち
ごを買ってくださったお客様から
「美味しかったよ。」と言われるこ
とだそうです。これからは、土耕
栽培で、皆様により美味しいいち
ごを提供していきたいとおっ
しゃっていました。これからもご自
身の目標に向かってご活躍され
ることを願っています。

（令和4年3月 就農促進対策推進係 取材）


